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COP17 サイドイベント傍聴報告 

2011 年 12 月 13 日 

        社団法人海外環境協力センター（OECC） 

 
 
本傍聴報告は、2011 年 11 月 28 日～12 月 9 日に南ア・ダーバンで開催中の第 17 回国連気候変動枠組

条約締約国会議（COP17）において併催されたサイドイベントの傍聴記録です。 

 

 タイトル：適応基金からの教訓（”Lessons from the Adaptation Fund”） 

 日時：2011 年 11 月 30 日（木）18:30-20:00 

 主催：地球環境ファシリティ（GEF） 

 会場：Levubu River  

 ファシリテーター：アナ・フォルネルス・デ・フルートス（適応基金理事会議長） 

 

 概要 

本サイドイベントは、適応基金の事務局を担う GEF により開催され、同理事会による国内

実施機関（National Implementation Entities）に対する認定、プロジェクトへファイナンス

の承認等の状況について、紹介が行われた。発表者からは、NIE 認定の要求事項を満たすた

めの国内での対応等について具体的な経験が報告された。 

 

ベリーズ保護区保全基金（Belize Protected Areas Conservation Trust :PACT）シャロン・ラ

クラム氏は、適応基金から NIE としての認定（accreditation）を受けるのに要した時間は 3

か月間であり、カリブ海地域で初めてのケースであることと述べた。認定のキーポイント

としては、独立・公正な体制を備え外部第三者のレビューを受けながら、政策を実施して

いくことが重要であると強調した。PACT は比較的少ない政府の財政投入に頼る形で、官民

パートナーシップを基礎とした自然保護区の保全活動を行っている。 

 

ベナン国家環境基金（Fonds national pour l'environnement  :FNE）は、天然資源の持続可

能な利用について、特に再生可能エネルギーの促進に力を入れて組織的なキャパシティ向

上を行っている。同基金のヨランダ・デメタ氏によれば、ベナンはアフリカで 2 番目に NIE

の認定を受けた国である。認定を受けるためには、健全な組織体制が重要である。FNE で

は、国家気候変動委員会を通じて様々なステークホルダーと共同を行っており、政策や手

続きの情報公開を行いながら業務を実施することが重要となった。 

 

南アフリカ国家生物多様性機関(South African National Biodiversity Institute : SANBI)報告者

は、ダイレクトアクセスのない場合適応基金への支援申請のために非常に長い時間をかけ

て文書の作成を行う必要があったが、NIE としての認定によりこれが解消される可能性があ
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ると述べた。また、セクター横断的な経験を積むことが重要であることから、数少ない多

くのプロジェクトの実施を行うよりは、小さなプロジェクトを多く実施することが有益で

あると述べた。 

 

ジャマイカ計画機関（Planning Institute of Jamaica : PIOJ）は国家戦略である「ビジョン

2030」の実施の調整組織である。同機関のピーターソン氏は、段階ごとに分けた事務局と

のやり取りと現地審査が認定を行う際の重要なプロセスであると言及した。 

 

セネガル生態系保全センター（Centre de Suivi Ecologique :CSE）報告者は NIE として認定

された後、同センターの活動分野である脆弱性の高い地域における海岸浸食への対策費用

として、800 万ドルの資金を得た経験を紹介した。 

 

 質疑 

 

Q（適応基金 NGO ネットワーク）： ベナン FNE が認定を受けた際、認定パネルの現地審

査について詳しく教えてほしい。 

A（FNE デメタ氏）： FNE はすべてのステークホルダーにより支持をされているというこ

とが重要な決め手となった。また、NIE 認定の要求事項に関する情報については詳細を準備

した。適応基金の事務局と何度もやり取りをすることが重要であり、そのプロセスの中で

事務局からのアドバイスも得ることができた。ベナン気候変動委員会が要求事項に満たな

い部分を解消するために大変な努力を行ったことも付け加えておきたい。 

 

（報告者：OECC 小河原 二郎） 

――――――――――――――― 

サイドイベント傍聴報告については以下をご覧ください。 

http://www.mmechanisms.org/relation/details_oecc_COP17report.html 
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